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Ｂ－ＤＡＳＨ事業により設置された
汚泥乾燥機
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水道事業会計

たな卸資産減耗費
について

問　物品の在庫を確認する棚
卸しにより生じる不用品の処
分に係る経費について、令和
４年度は３年度と比べ、３千
万円を超える大幅な増額とな
ったが、その要因と市会計へ
の影響はどのようか。
答　棚卸し自体は、例年実施
している事務処理であるが、
その内容が不十分であったこ
とから、年月の積み重ねによ
り金額の差異が生じたものと
考えられる。その差異を修正
するために予算計上したもの
であるが、水道事業会計にお
ける金銭的な実害は発生して
いないと考えている。

▼本会議での反対討論
　水道料金が未納となってい
る世帯への給水を停止してい
ることなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　ゼロカーボンシティの実現
に向け、自前での発電を検討
することを要望し、賛成する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成全員）
　本会議  原案可決（賛成多数）

公共下水道事業会計

処理場管理事業費
について

要望　※Ｂ−ＤＡＳＨ事業によ
る汚泥の乾燥機については、
平成 30 年度より国から無償
で借り受け、実用段階での検
証を行いながら稼働している
が、多くの電力を消費してい
るため、一般の電力需要が下
がる夜間の運転を検討してほ
しい。

▼本会議での反対討論
　下水道使用料に逆累進性の
ある消費税を課税しているこ
となどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　総務省の基準に基づかない
基準外繰入金を早期に解消す
ることなどを要望し賛成する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成全員）
　本会議  原案可決（賛成多数）

国民健康保険事業
特別会計

一日人間ドック事業費
について

問　人間ドックは自身の健康
状態を把握するとともに、病
気の早期発見や治療により、
医療費全体の適正化につなが
るものと考えるが、令和４年
度受検者数の見込みはどうか。
答　被保険者数は減少してい
るが、人間ドックの受検者は
３年度と同様の人数を見込み、
予算計上している。健康診断
を受けることで、医療費負担
が軽減したとの実績もあるた
め、引き続き受検を促したい。

▼本会議での反対討論
　困窮者の実態を調査し、資
格証明書の発行をやめるべき
であることなどから反対する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成多数）
　本会議  原案可決（賛成多数）

※量出制入…�「出るを量って入るを制す」ことで、歳出を決めてから歳入を決めることを指す。
※Ｂ－ＤＡＳＨ事業…�下水道事業における大幅なコスト縮減や再生可能エネルギー創出等を実現するための下水道革新的技術実証事業のこと。

用語解説

環境都市分科会

秦野名水利活用事業費
について

問　名水に対する保全意識の醸成を
図り、次世代や市内外への普及促進
を目的として「秦野名水名人講」を
設立したが、会員の人材育成や活動
についての取り組みはどのようか。
答　発足以来実施してきた、ワーク
ショップや会員同士のモニターツア

ーに加え、ステップアップ講座によ
る会員のレベルアップを図るととも
に、「秦野名水さんぽ」などの啓発
事業を中心とした活動を考えている。

田原ふるさと公園
管理運営費について

問　半
はんおくがい

屋外の販売休憩施設の整備は
利用者アンケートの結果や、運営団
体、地域住民を交えたワークショッ
プにおける意見を踏まえたものとい
うことであるが、今後の展開はどの
ようか。
答　新型感染症の影響により来訪者
は減少傾向にあるが、施設の強みで
ある地場産農産物の直売や良好な自
然環境などを生かした整備を行い、
公園の魅力を向上させ、集客の増加
を図る。
要望　源

みなもとのさねともこうみしるしづか
実朝公御首塚をはじめ、周

辺の文化財などの地域資源を生かし

ながら、大河ドラマの放映を契機と
捉え、来訪者の呼び込みに向けて、
庁内で横断的に取り組んでほしい。

商業デジタル化推進事業費
について

問　地域経済対策を目的として電子
地域通貨の導入を検討するとのこと
だが、本事業の経済活動以外におけ
る活用についての考えはどのようか。
答　先進自治体では地域コミュニテ
ィー活動への参加促進や健康増進に
向けた取り組みなどを実施している。
これらを参考にしながら、地域課題
の解決に寄与するものを導入できる
よう検討したい。
要望　導入に当たっては、事業に対
する理解が得られ、積極的な活用が
図られるよう、事業者や商店会と 
連携を取りながら制度の周知を行い、
市内商業の活性化につなげてほしい。

移住定住促進事業費について

問　市内で新たに住宅を購入する若
者世帯などへ、その費用の一部を助
成するとのことだが、移住・定住に
つなげるための情報提供や、移住希
望者からの相談に対する取り組みは
どのようか。
答　制度の周知に当たり「移住・定
住ガイドブック」を作成し、市内外
へＰＲしたい。また、自然に恵まれ
た住環境への関心から相談件数は増
えており、今後、移住・定住に関す
るワンストップ相談体制を整える。

介護保険事業特別会計

在宅医療・介護連携
推進事業費について

問　在宅医療と介護を一体的
に提供するため、地域医療と
介護の関係機関における連携
体制の構築を推進するための
事業とのことだが、予算が増

額となった理由はどのようか。
答　令和４年度は、医療・介
護関係者を対象とした研修の
ほか、専門職からの相談に対
応する支援業務を充実するた
めに必要な委託料を計上した
ことから、増額となった。

▼本会議での反対討論
　保険料の滞納者に対し、本
人負担率を引き上げているこ
となどから、反対する。

▼本会議での反対討論
　滞納者の生命保険を差し押さえていること、組織のス
リム化が委託業務の増加を招いていること、※量出制入
による予算計上がされていないことなどから、反対する。

▼本会議での賛成討論
　新たな任期に当たっての目標となる、秦野みらいづく
りプロジェクトを具体化させるための令和４年度予算に
おいて、臨時財政対策債や財政調整基金の取り崩しを大
幅に抑制するなど、過去最大の予算額の中でもプライマ
リーバランスを黒字としたことを評価する。
　施政方針において表明した全国屈指の森林観光都市を
目指すためには、市が明確なビジョンを示し市民と共有
する必要がある。次世代交通システムへの支援も含め、
取り組みを進めてほしい。
　また、経済活動の両立を目指す電子地域通貨の導入に
おいては、分かりやすい制度設計に努めるなど、ポスト
コロナの新しい潮流に市民が取り残されないよう十分に
配慮してほしい。加えて、暮らしの拠点が地方へ分散す
る動きが顕著となる中、新東名高速道路の開通は大きな
追い風となるため、その効果を市域全体に広げることを
期待している。

▼採決の結果
　委員会 原案可決（賛成多数）・本会議 原案可決（賛成多数）

議 会 の 動 向
○２月
	 16日	（水）	・代表者会議  ・議員連絡会  ・総務常任委員会
			  ・文教福祉常任委員会  ・環境都市常任委員会
	 17日	（木）	・議案送付
	 21日	（月）	・議会運営委員会
	 24日	（木）	・市議会第１回定例月会議開会
○３月
	 １日	（火）	・本会議（代表質問）
	 ２日	（水）	・本会議（代表質問）
	 ３日	（木）	・本会議（議案審議）  ・代表者会議  ・議会運営委員会
	 ４日	（金）	・予算決算常任委員会（令和4年度予算・総務分科会）
	 ７日	（月）	・予算決算常任委員会（令和4年度予算・文教福祉分科会）
	 ８日	（火）	・予算決算常任委員会（令和4年度予算・環境都市分科会）
	 10日	（木）	・総務常任委員会  ・予算決算常任委員会（補正予算・総務分科会）
	 11日	（金）	・文教福祉常任委員会
			  ・予算決算常任委員会（補正予算・文教福祉分科会）
	 14日	（月）	・代表者会議  ・環境都市常任委員会 
			  ・予算決算常任委員会（補正予算・環境都市分科会）
	 16日	（水）	・議会運営委員会  ・本会議（議案審議・一般質問）
			  ・議会報告会検討会
	 22日	（火）	・本会議（一般質問）  ・追加議案送付
	 23日	（水）	・本会議（一般質問）  ・代表者会議
	 25日	（金）	・議会運営委員会  ・予算決算常任委員会
			  ・市議会第１回定例月会議閉会  ・議会運営委員会
			  ・議会報編集委員会
	 28日	（月）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回定例会
	 29日	（火）	・代表者会議
○４月
	 15日	（金）	・代表者会議  ・議員連絡会  ・総務常任委員会
			  ・文教福祉常任委員会  ・環境都市常任委員会
	 22日	（金）	・代表者会議
	 28日	（木）	・代表者会議
○５月
	 ９日	（月）	・代表者会議
	 16日	（月）	・代表者会議  ・議員連絡会  ・総務常任委員会
			  ・文教福祉常任委員会  ・環境都市常任委員会
			  ・議会報編集委員会

討　　論

後期高齢者医療事業
特別会計

▼本会議での反対討論
　年齢差別と負担増の現行制
度を廃止し老人保健制度に戻
すべきであるため、反対する。

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成多数）
　本会議  原案可決（賛成多数）

▼採決の結果
　委員会  原案可決（賛成多数）
　本会議  原案可決（賛成多数）




